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The aggregation behavior of double-chained glycolipid, mannosylerythritol lipid (MEL), 

consisting of mannose, erythritol and two alkyl chains in water/ethanol mixed solution was 

investigated using small-angle X-ray and neutron scattering, and dynamic light scattering by 

changing ratio of water and ethanol, and the temperature in solution. The shape and size of 

aggregates and location of ethanol in the solution were studied. The surface properties of MEL 

were also investigated by measuring surface tension and surface pressure. 
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糖脂質は、生体内では細胞膜上で細胞の機能を仲介・調節する役割を担う。分子内

に親水性の糖と疎水性の脂質を併せもつため、界面活性を示し、環境や人体に優しい

界面活性剤として注目されている。なかでもマンノースにエリスリトールと 2 つの脂

肪酸が結合したマンノシルエリスリトールリピッド（MEL、Fig. 1）は、セラミドに

類似した構造をもち、皮膚との親和性や保湿効果に優れることから、化粧品への応用

が期待されている。しかし、MEL は水に対する溶解性が低く、溶解可能な油剤の種

類も限られているため、MEL を化粧品処方に配合する際には工夫が必要である。 

我々はこれまでに、MEL がエタノールに可溶であることに着目し、水/エタノール

混合溶液に MEL を溶解させて表面処理を行い、化粧品への配合について検討してき

た。しかし、水/エタノール混合溶液中での MEL の会合挙動は明らかにされていない。

そこで本研究では、水/エタノール混合溶液における MEL の会合挙動を検討した。水

とエタノールの混合割合および温度を変えて、X 線小角散乱、中性子小角散乱、動的

光散乱などの測定により、会合体の形状とサイズ、さらに溶液内でのエタノールの位

置について検討した。 

MEL は水/エタノール混合溶液中（25°C）でベシクルを形成

し、エタノールの割合が増加するとベシクルのサイズは大き

くなった。エタノールが 50％を超えると、MEL は単分散状態

で溶液に溶解することが示唆された。溶液の温度を 60°C に上

昇させると、ベシクルのサイズは減少した。また、表面張力

および表面圧を用いた MEL の表面特性についても検討した。 Fig. 1 MELの構造 
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